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６，旧型車両（485・205・719系）の全検時の遮断器修繕はＪＲＴＭ（ＲＹ・速発班）が行なっているが、委託後の要

件手入れ作業を誰が行うのか明らかにされたい。 

（回答）業務委託後の業務については、受託会社との間で締結される運輸車両関係作業請負基本契約に基づ

くことになる。 

（組合）脱着・修繕を効率性・技術向上を含めて、同じ人が行うべきではないのか。 

（会社）委託会社で決定することとなる。 

… 

７，検査種別（要検・全検・指定保全・装置保全・車体保全）毎の手入れ作業内容、着脱作業を車種別・機器毎

に明確にし、仕様書を整備し、グレーゾーンが無いように契約すること。 

（回答）業務委託後の業務については、受託会社との間で締結される運輸区車両関係作業請負基本契約に基

づくことになる。 

（組合）仕様書をしっかり作成し、種別による抜けを無くし、グレーゾーンの無いように仕事が出来る仕組みをつく

るべきである。… 

（会社）解体区分に入っていいないものは臨時作業となる。 

… 

８，検査種別（要検・全検・指定保全・装置保全・車体保全）毎の手入れ作業内容、着脱作業を車種別・機器毎

に明確にし、作業標準を準備されたい。 

（回答）部外委託に必要な準備については、実施していく考えである。 

（会社）委託にあたって必要なものは作成していく。作業標準についてはすでにあるはず。 

（組合）業務を経験していれば誰でも出来るような作業標準を作成するべきである。脱着・現車手入れ作業につ

いては作成されていない。 

… 

９，運搬作業について担当を明確にし、５ＳＰ作業⇒運搬作業⇒修繕作業⇒運搬作業⇒15ＳＰ作業の担当者を

含め具体的にフロー図を用いて示されたい。また、運搬が東北鉄機になるならば５ＳＰ及び 15ＳＰに置き

場を確保しなければならない。５ＳＰ分はＣ５－４に、15ＳＰ分はＣ２－４にすると今後、この場所に車両の

留置が出来なくなるため、場所を明確にされたい。 

（回答）運搬作業については、委託先と調整し決定していくこととなる。 

（組合）運搬作業はどこが行うのか。 

（会社）認識していて、基本は鉄機が行う。効率性含めて、確認している。 

… 

10，委託に伴う出向はあるのか、また、何名なのか示されたい。 

（回答）社員の運用については、本人の適性等を総合的に勘案し決定することとなる。 

… 


